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特別損失の計上および通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は 2020 年 10月期（2019 年 11 月１日～2020年 10 月 31 日）において、のれんの減損損失（連結）お

よび関係会社株式評価損（個別）による特別損失を計上することとなりましたので、お知らせいたします。 

また、上記特別損失の計上、並びに業績動向を踏まえ、2019年 12月 13日に公表した 2020年 10月期通期

連結業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。また、通期個別業績予想につきまし

て、今般その見通しを得ましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 

１． 特別損失の計上 

当社子会社である Top Data Science社について、ロイヤリティ型ビジネスモデル構築の遅れなどにより買

収当時に想定していた期間での投資回収は厳しい状況となったため、連結財務諸表において当子会社の連結

子会社化時に発生したのれんの減損損失 216 百万円を計上する見込みです。また、同様の理由によって、個

別財務諸表において Top Data Science社に係る関係会社株式評価損 363百万円を計上する見込みです。 

 

２． 2020年 10月期通期連結業績予想数値の修正  

（１）2020年 10月期通期連結業績予想数値の修正 (2019年 11月１日～2020年 10月 31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 2,900 550 550 360 66.83 

今回修正予想(B) 2,100 △150 △170 △460 △85.38 

増減額(B-A) △800 △700 △720 △820  

増減率(%) △27.6% － － －  

(ご参考)前期通期実績 

(2019 年 10 月期通期) 
2,608 586 542 339 63.14 

 

（２）修正の理由 

売上高、営業利益、および経常利益におきましては、当社の主な収益源であるロイヤリティ収入につい

て、米中貿易摩擦や新型コロナウィルス感染症の拡大等に起因し、当社製品の主要顧客であるスマートフ

ォンメーカーの出荷台数が減少したことに伴い、顧客の出荷実績に応じて当社が収受するロイヤリティの

減少が見込まれること、および主に営業活動の制約などに伴い当初見込んでいた新規受注の減少が見込ま

れることにより、当初予想より減少する見通しとなりました。親会社株主に帰属する当期純利益におきま

しては、売上高の減少に加え、上記特別損失の発生により、当初予想を下回る見通しとなりました。その

ため、上記の通り業績予想を修正いたします。 
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３． 2020年 10月期通期個別業績予想数値 

（１）2020年 10月期個別業績予想数値(2019年 11月１日～2020年 10月 31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期実績(A) 2,459 610 565 378 70.39 

今回発表予想(B) 1,730 △140 △150 △590 △109.51 

増減額(B-A) △729 △750 △715 △968  

増減率(%) △29.6% － － －  

 

（２）前期個別実績と個別業績予想との差異の理由 

通期の個別業績予想につきましては、連結業績予想の修正理由と概ね同様の理由により、前期実績値と

の間に差異が生じる見通しです。 

 

(注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した 

ものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

法人税等については、当社試算値となり、実際の金額と異なる可能性があります。 

 

 

 

以上 


